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造成しだ用地に建設中の実験・機械棟(右側)と飼育実験棟・親魚、棟(左側)
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サ
ザ
エ
の
増
養
殖
に
つ
い
て

側コーセイ印刷

サ
ザ
エ
は
本
県
に
お
い
て
主
に
刺
し
網
、

ほ
乙
突
き
等
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
重
要
な

巻
き
貝
の

一
種
で
す
。
本
県
で
の
分
布
域

は
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
大
間
崎

サザエ漁獲量・漁獲金額の推移

年度 S55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元年 |

生産量
131 88 138 196 64 40 55 57 90 120 

( t ) 

生産額
100 84 111 228 79 52 66 58 101 131 

(醐)

表1

貝
類
部
主
任
研
究
員

博

青森県東津軽郡平内町茂浦tiO177 -55-2155/印刷

山
内

以
阿
で
、
主
な
漁
場
は
日
本
海
で
す
。

表
1
に
過
去
十
年
間
の
サ
ザ
エ
の
漁
獲
量
、

漁
獲
金
額
の
推
移
を
一示
し
ま
し
た
。
昭
和

五
O
年
以
降
、
刺
し
網
の
普
及
に
よ
り

漁
獲
量
が
伸
び
ま
し
た
が
、
昭
和
五
九
年

春
発
の
異
常
低
水
温
に
よ
り
そ
の
後
の

漁
獲
量
一が
低
迷
し
た
も
の
の
、
近
年
徐
々

に
で
す
が
回
復
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

当
』セ
ン
タ
ー
で
は
安
定
し
た
サ
ザ
エ
の
漁

獲
を
得
る
た
め
に
種
苗
生
産
、
中
間
育
成

及
び
種
苗
放
流
試
験
等
を
行
っ

て
お
り

小
泊
村
で
行
っ
た
昨
年
度
の
中
間
育
成
と

種
南
放
流
試
験
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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中
間
育
成
試
験

中
間
育
成
に
使
用
し
た
サ
ザ
エ
稚
貝
は
、

平
成
元
年
八
月
か
ら

一
O
月
に
か
け
て
当

セ
ン
タ
ー
で
種
苗
生
産
し
、
平
成
二
年

五
月
七
日
に
六
八
、
四
七
三
個
を
小
泊
村

ア
ワ
ビ
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
中
間
育
成
を

開
始
し
ま
し
た
。
当
初
の
サ
ザ
エ
稚
貝
は

A
躍

(一草
間
六
・
九
四
閥
、

七
八
二
個
)
、

B
群

(
殻
高
三
・
五
九
棚
、

一
三一
、
七
七

発行
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七
個
)
、

C
群
(
殻
高
一

・
五

O
m
、

四
三
、
九

一
四
個
)
と
フ
ル
イ
に
よ
り

選
別
し
、
陸
上

F
R
P
水
槽
で
自
然
海
水

の
か
け
流
し
に
よ
り
飼
育
し
、
飼
育
期
間

中
は
餌
斜
海
漢
と
し
て
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、

ア
オ
サ
等
を
飽
食
状
態
で
与
え
ま
し
た
。

そ
の
間
の
成
長
と
生
残
個
数
を
図
1
に

示
し
ま
し
た
。
A
群
は
飼
育
開
始
八
二
日

後
の
七
月
二
七
臼
に
は
殻
高
一
一

・
七
m

(
増
殻
長
田

・
八
mm
)

、
B
群
は
殻
高
六

・

八
仰

(
増
殻
長
三

・
二
棚
)
、
C
群
は

殻
高
五

・
二
仰

(
増
殻
長
三
・
七
仰
)
に

達
し
ま
し
た
。

60 

生
40残
個

数

千個
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12 

10 

8 殻

そ
の
後
八
月
七
日
に
第
二
回
目
の
選
別

を
行
い
A
群

一
五

・
七
棚
、
B
群
一

一
・

コ石川
、
C
群
六

・
二
酬
と
し
、
最
終
的
に

一
O
月
八
日
の
放
流
日
に
は
、
生
残
個
数

一
八
、
四
七
O
個
、
生
残
率
二
六
・
九

%
、

A
t
C群
混
合
の
平
均
殻
高
九

・
九
五
土

一
一
・
六
=
石
川
の
放
流
稚
貝
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
う
ち
の
三
、

O
七

O
個
に
赤

色
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ァ

l
で
殻
頂
部
に
標
識

を
し
、
全
数
放
流
し
ま
し
た
。

(2) 

種
苗
放
流
試
験

放
流
場
所
は
小
泊
村
大
字
穴
間
地
先
の

20 

A 

5 

図1
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稚員の成長と生残個数

8 7 6 

B 

C 

6 

2 

。

4 

高
戸画、

戸画、

七
ツ
石
付
近
の
水
深
二

視
の
岩
礁
地
帯
で

フ
シ
ス
ジ
モ
ク
、
ヨ
ロ
モ
ク
等
、
ホ
ン
ダ

ワ
ラ
類
が
優
先
す
る
海
域
で
、
キ
ュ
ワ
セ

ン
等
の
べ
ラ
類
、
イ
ト
マ
キ
ヒ
ト
デ
、
ィ

ボ
ニ
シ
等
の
害
敵
生
物
の
生
息
が
若
干
み

ら
れ
ま
し
た
。

①
放
流
当
日
:・風
力
二
、
水
温
一
九

・

六
℃
の
出
較
的
波
の
静
か
な
日
で
、
そ
の

後
の
サ
ザ
エ
稚
貝
の
拡
散
状
況
を
観
察
す

る
た
め
、
潜
水
に
よ
り

一
ケ
所
に
全
数
放

流
し
併
せ
て
害
敵
生
物
を
可
能
な
範
囲
で

駆
除
し
、
サ
ザ
エ
稚
貝
が
岩
礁
又
は
海
渓

等
に
付
着
す
る
の
を
確
認
し
た
。

②
放
流

一
週
間
後
:
・
サ
ザ
エ
稚
貝
は
放

流
地
点
か
ら
半
径
八

机
以
内
の
岩
礁
の

岩
穴
、
窪
み
等
に
大
半
が
生
息
し、

死
殻

放流1年後の採捕サザエ

ぬ 殻両市 全重量F 標識の有無 生 死備考
1 40.7 14.8 有
2 25.3 有

3 23.3 3.1 有

4 10.1 + 無
5 51.5 30.7 無

生死生生死 1 天然貝6 42.4 16.0 鑑

7 35.7 9.9 無
8 41.3 無
9 33.8 無

表2

〆園、

は
放
流
の
中
心
地
点
で
数
個
体
発
見
さ
れ

た
の
み
で
、
大
部
分
の
サ
ザ

エ
の
周
辺

殻
に
一

m
前
後
の
増
殻
長
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。①
放
流
一
ヶ
月
後
・
放
流
地
点
か
ら
半

径
一
五
悦
以
内
に
生
息
し
、
中
心
部
で
最

大
一
六
個
/
Jm
の
サ
ザ
エ
が
確
認
さ
れ
て

お
り
死
殻
は
中
心
か
ら
五
旬
以
内
で

0
・

二
個
/
Jm発
見
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
ま
し

た
。
観
察
の
結
果
周
辺
殻
に

一
t
二
酬
の

増
殻
長
が
認
め
ら
れ
ま
し
た。

④
放
流
一
年
後
:・
放
流
地
点
か
ら
半
径

三
悦
以
内
を
調
査
し
た
結
果
、
九
個
の
サ

ザ
エ
稚
貝
占伊
発
見
し
、
そ
の
う
ち
四
個
が

放
流
貝
で
巌
大
で
殻
高
四

0
・
七
閥
、
金

重
量
一

四
・
八

g
に
成
長
し
て
お
り
ま
し

た。

(表
2
)
。
そ
れ
以
外
の
場
所
か
ら

は
生
貝
も
死
貝
も
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
と

と
か
ら
波
浪
、
潮
流
等
の
影
響
で
移
動
、

逸
散
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後

よ
り
広
範
囲
に
わ
た
る
サ
ザ
エ
稚
貝
の
追

跡
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

養
殖
マ
コ
ン
ブ
の
種
苗
沖
出
し
時
期

最
近
、

県
内
で
は
コ
ン
ブ
養
殖
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
収
量
安
定
を
目
的
と
し

た
ダ
シ
コ
ン
ブ
や
ス
キ
コ
ン
ブ
用
養
殖
の

ほ
か
、
ワ一一
、
ア
ワ
ビ
の
成
長
、
み
い
り

改
善
の
た
め
の
海
中
林
造
成
な
ど
、
各
海

域
で
各
々
の
目
的
に
応
じ
た
養
殖
が
試
み

ら
れ
、
そ
の
効
果
も
現
れ
て
お
り
ま
す
。

コ
ン
ブ
養
殖
は
、

一
言
で
言
え
ば
、
胞

子
を
付
け
た
糸
(
種
糸
)
を
養
殖
施
設
に

結
び
つ
け
て
海
中
で
育
成
す
る
も
の
で
、

ま
ず
、

種
糸
を
押
出
し
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
種
糸
を
い
つ
押
出
し
す
る
か

は
、
養
殖
収
量
を
決
定
づ
け
る
た
め
、
コ

戸園、

海
草
部
技
師

桐
原

慎

ン
プ
養
殖
成
功
の
大
事
な
要
因
と
言
え
ま

す
。
押
出
し
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
、
だ
い
た
い
一一

一月
頃
と
い
う
よ
う
に
、

漠
然
と
決
め
ら
れ
、
は
っ
き
り
し
た
目
安

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
本
県

に
お
け
る
押
出
し
適
期
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
八
戸
市
鮫
浦
、
青
森
市
奥
内
、
小

泊
了
の
三
か
所
で
七
月
か
ら

一
二
月
に
か

け
て
時
期
別
に
コ
ン
ブ
の
種
糸
を
狩
出
し
、

そ
の
後
の
生
長
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
神
出
し
し
た
種
糸
は
、

図
1
に
示
し
た
と
お
り
、
い
ず
れ
の
場
所

と
も
お
お
む
ね
同
じ
よ
う
な
生
長
を
し
ま



青森県水産増殖センターだより第58号3$同醤言回d言回〈言同£言同母主回徒主同逗言同c$<l這言司〈吉岡c$<l<'S同

〆戸、、

---

戸ー，

戸ヘ

し
た
。
つ
ま
り
、
七
月
に
州
出
し
し
た
種

糸
は
八
月
に
葉
長
数
セ
ン
チ
に
生
長
し
ま

し
た
が
、
九
月
に
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
、
九
月
か
ら
十
月
ま
で
の
三
か

月
聞
に
神
出
し
た
も
の
は
、
い
ず
れ
も
翌

月
ま
で
に
生
長
す
る
こ
と
な
く
、
死
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

一
方
、

一
一
月
、

一二

月
に
神
出
し
し
た
種
糸
は
、
い
ず
れ
も
枯

れ
る
こ
と
な
く
、
翌
年
四
、
五
月
の
調
査

終
了
時
ま
で
順
調
に
生
長
し
ま
し
た
。

ぎ
て
、
こ
の
結
果
を
、
種
糸
を
押
出
し

た
時
の
水
温
と
収
量
(
最
終
調
査
時
の
平

均
葉
重
量
)
と
の
関
係
と
し
て
み
る
と
、

図

2
に
示
し
た
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
養
殖
し
た
場
所
に
係
わ
ら
ず
、
水

温

一六
℃
以
上
で
神
出
し
た
種
糸
は
す
べ

て
、
枯
れ
て
死
ん
だ
反
商
、
そ
れ
以
下
の

水
温
で
狩
出
し
し
た
も
の
は
、
す
べ
て
生

長
し
ま
し
た。

し
た
が
っ
て
、
本
県
沿
岸

で
は
、
水
温
が

一
五
℃
台
に
低
下
し
て
か

ら
、
コ
ン
ブ
の
種
糸
を
押
出
す
れ
ば
よ
い

と
一一一一
え
ま
す
。
ま
た
、

一
一
月
と
二一
月

に
州
出
し
し
た
も
の
の
収
量
を
比
較
す
る

と
、
い
ず
れ
の
場
所
で

一一

月
に
神
出
し

し
た
も
の
の
収
量
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

(
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似

f白

0.5 

撚。

。11 10 9 1989.8 

三1.0
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。控民

期(月)

-出
長
沖
生
の
の
糸
ブ
種
ン
は
コ
T
た
の
し
中
し
図
出沖
し
に
表

。

)
を
す

下

化

表

(
変
を

泊
温
と

小
水
こ

、
の
だ

)
所
ん

中
場
死

(
成
が

内
養
種

奥
は
の

、
線
そ

)
曲
は

上
の

D

(
央
浦
中
を

鮫
図
し

時

図1
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と
れ
か
ら
、
水
温
が

一
五
℃
台
に
低
下
し

た
な
ら
な
る
べ
く
早
自
に
狩
出
し
し
た
ほ

う
が
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。

以
上
の
と
お
り
、
押
出
し
時
期
の
目
安

を
調
べ
ま
し
た
が
、
種
糸
の

『
芽
落
ち
』

は
、
押
出
し
直
後
に
著
し
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
一
五
℃
以
下
で
の
淵
出
し
に
加
え
て
、

仮
植
(
本
養
殖
前
に
種
糸
を

一
週
間
ほ
ど

海
中
に
つ
る
し
、
あ
ら
か
じ
め
芽
落
ち
す

る
種
を
除
く
作
業
)
を
行
え
ば
、
確
実
な

コ
ン
ブ
養
殖
が
可
能
で
す
。

青森県水産増殖センターだより第58号
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酬

明

糊

ま
た
、
収
量
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に

は
、
養
成
方
法
、
例
え
ば

『
間
引
き
』
の

仕
方
や
養
成
水
深
の
調
整
な
ど
、
も
大
事

な
要
因
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
今
後
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。終
り
に
、
調
査
に
協
力
頂
い
た
速
水
金

一
さ
ん
、
須
々
田
誠
政
さ
ん
及
び
青
森
市

水
産
指
導
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
お
机
申
し

上
げ
ま
す
。

~1 1月

10月 7月 9月 8月

~的斗一
種苗沖出し水温 CC)

沖出し水温と収量(最終調査時の平均葉重量)の関係。

12月一一ー・

12月--A

12月一唱。

掛眠

，，-、、

戸園、

ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
生
態
と
増
殖

技
術
開
発
の
現
状
に
つ
い
て

一

、

ホ

ッ

キ

ガ

イ

の

生

態

と

漁
業
の
現
状

図2

ホ
ッ
キ
ガ
イ
は
、
和
名
を
ヲ
パ
ガ
イ
と

称
さ
れ
、
北
海
道
、
東
北
の
沿
岸
の
砂
浜

域
に
生
息
し
て
い
る
潜
砂
性
の
二
枚
貝
の

一
種
で
、
本
県
で
は
主
に
八
戸
か
ら
三
沢

に
か
け
て
分
布
し
て
お
り
、
沿
岸
漁
業
の

重
要
な
対
象
種
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

産
卵
期
は
春
、
水
混
が
十
二一

t
十
四
℃

に
上
昇
す
る
時
期
で
あ
り
、
本
県
の
場
合

は
五
月
下
旬
、t
六
月
上
旬
と
な
っ

て
お
り

ま
す
。
一
回
の
産
卵
数
は
殻
長
八

t
九
仰

の
貝
で
一

t
二
千
万
粒
で
、
成
熟
年
齢
は

満
三
才
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
長
は
、
受
精
後
八

t
十
時
間
で
ふ
他

し
、
一二

t
四
週
間
の
浮
遊
期
聞
を
経
て
、

殻
長

0
・
二
六
酬
で
着
底
稚
貝
と
な
り
ま

す
。
成
長
速
度
は
海
域
に
よ
っ
て
水
混
が

違
う
た
め
大
き
な
差
が
あ
り
、
例
え
ば
殻

長
八
品
川
に
達
す
る
の
に
茨
城
県
で
は
三
年

程
度
か
か
る
の
に
対
し
、
北
海
道
で
は
倍

の
六
年
程
度
を
要
し
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
ホ
ッ
キ
ガ
イ
は
専
ら

，.-....、

貝
類
部
技
師

)11 
村

俊

「
マ
ン
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
貝
桁
網
に
よ
っ

て
漁
獲
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
年
の
漁
獲

量
は
七
百
二
十
ト
ン
、
三
億
七
千
百
万
円

(
県
統
計
)
で
、
貝
類
の
中
で
は
ホ
タ
テ

ガ
イ
に
次
ぐ
生
産
量
、
生
産
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ホ
ッ
キ
ガ
イ
資
源
は
豊
不
漁
の
変
動
が

激
し
く
、
本
県
で
は
昭
和
三
十
三
年
に
過

去
最
高
の
二
千
八
百
十
九
ト
ン
の
生
産
が

み
ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
後
半

は
五
十

t
百
ト
ン
前
後
と
資
源
が
激
減
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
漁
業
者
に
よ
る
操
業

自
粛
、
操
業
海
域
の
制
限
、
漁
獲
制
限
な

ど
資
源
管
理
努
力
に
よ
っ
て
資
源
は
除
々

に
回
復
し
、
近
年
は
全
体
と
し
て
は
比
較

的
良
好
な
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
漁
場
に
よ
っ
て
は
、
資
源
の
減
少
が

み
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

二

、

ホ

ッ

キ

ガ

イ

増

殖

技

術

開
発
の
現
状

当
所
で
は
、
固
の
補
助
事
業
で
あ
る
地

域
特
産
種
増
殖
技
術
開
発
事
業
に
よ
り
、

昭
和
六
十
三
年
か
ら
五
ヶ
年
計
画
で
ホ
ツ

戸旬、

キ
ガ
イ
の
増
殖
技
術
の
開
発
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
そ
の
四
年
度
目
に
あ
た
り

ま
す
。
本
事
業
は
次
の
三
つ
の
柱
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、

今
ま
で
の
事
業
の
成
果
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

川

種
苗
生
産
技
術
開
発

殻
長
二
棚
サ
イ
ズ
の
人
工
種
苗
百
万
個

を
生
産
す
る
た
め
、
浮
遊
幼
生
や
着
底
稚

貝
の
飼
育
試
験
宇
佐
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
平
均
殻
長
二
・
九
仰
の
稚
貝
百

一
万
四
千
個
を
生
産
し
、
昨
年
度
に
続
き

目
標
#
伊
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
飼
育
技
術
の
安
定
侶
を
目
指

し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
側
中
間
育
成
技
術
開
発

生
産
さ
れ
た
人
工
種
苗
を
殻
長
十
一酬
の

放
流
サ
イ
ズ
に
育
成
す
る
た
め
、
育
成
試

験
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

育
成
方
法
は
、
従
来
、
筏
か
ら
砂
を
入

れ
た
タ
一
フ
イ
を
垂
下
す
る
方
法
に
よ
っ
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
結
果
が
思
わ

し
く
な
い
た
め
、
こ
の
方
式
に
加
え
て
、

将
来
乙
れ
に
代
わ
る
方
法
と
し
て
、
今
年

度
か
ら
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
た
天
然
海
水

を
陸
上
の
水
槽
に
か
け
流
す
方
法
を
試
験

中
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
は
な
か
な
か
良

好
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
放
流
種
苗
十
万
個
を
生
産
す

る
乙
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
五
年
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度
放
流
種
苗
二
十
万
個
の
生
産
目
標
達
成

に
向
け
て
あ
る
程
度
の
見
通
し
が
開
け
て

き
て
お
り
ま
す
。

矧

資
源
添
加
技
術
開
発

人
工
種
苗
を
放
流
す
る
際
の
放
流
方
法

海
域
特
性
な
ど
の
諸
条
件
を
解
明
し
、
効

率
的
な
資
源
添
加
方
法
を
開
発
す
る
た
め
、

人
工
種
苗
を
試
験
放
流
し
、
追
跡
調
査
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
元
年
秩
に
三
沢
漁
港
の
一
角
に
放

流
し
た
人
工
種
苗
は
、
今
年
七
月
三
日
に

追
跡
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

一
am当
た

り
二
十
一
個
生
残
し
、
順
調
に
成
長
し
て

5<4:言回需訓告知《言回〈言同d主同《言問d言回逗言同需主回《言回逗言同母吉岡

一直腸
腸

一後閉殻筋

一厄門
で出水孔
、入水孔

ー外套膜

(a) 

靭帯

口

前閉殻筋

屡弁

足

，-.... 

戸『、、

い
る
乙
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
適
正
放
流
密
度
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
さ
ら
に
追
跡
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
外
海
域
(
本
漁
場
)
で
の
放
流
試

験
を
実
胤
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

以
上
が
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
増
殖
技
術
開
発

の
現
状
で
あ
り
ま
す
。
地
域
特
産
種
増
殖

技
術
開
発
事
業
は
、
来
年
度
で
終
了
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
の

試
験
研
究
は
さ
ら
に
継
続
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(b) 

腸(直腸に続く)

生殖巣

稗品体褒

ホッキガイ解剖略図

左の殻と外套膜を除いたとζろ

足の一部を切って生殖巣と消化管を示す。

腸

生殖巣

足の筋肉

(a) 

Cb) 

ホッキガイの種苗生産過程

j去

里J

方

親貝管

水温SOC

無給餌

重o東日度温

種苗生産過程期

4~5月

時ホッキガイの成長過程

5~6 月

-、、12~1γc 

受精 ・ふ化l
媒精

洗 卵

水温200C
戸画、、

|幼生 飼育|

止水式、流水式、循環式

給餌

水温200C

|稚貝 飼育|

多段式循環水槽

給餌

水温16~220C

主主J
筏・タライ垂下

陸上 ・生海水掛流し

海底支点方式

間中

|種苗放流|

アリザリ ン標識

ラッカー標識

6~9 月

産

精

生

受

発

6~ 7 月浮遊期幼生

沈 着稚貝

S~11月

月11 
l(加問
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ウ
二
寵
漁
場
に
お
け
る
海
藻
の
分
布
量
と

育
効
漁
獲
範
囲
に
つ
い
て

木
村

大

海
草
部
総
括
主
任
研
究
員

ケ
ニ
は
一
般
的
に
矛
突
き
に
よ
り
採
取

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
下
北
半
島
で
は
ワ
ニ

籍
(
ざ
る
)
で
漁
獲
し
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。
ワ
ニ
龍
(
写
真
)
と
は
直
径

約
五

O
m
に
丸
め
た
針
金
に
網
を
付
け
た

も
の
で
、
中
央
に
ク
ニ
の
餌
(
主
と
し
て

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
ジ
ョ
ロ
モ
ク
)
を
ゴ
ム

バ
ン
ド
で
止
め
、
ケ
ニ
を
集
め
る
漁
法
で

す。

ζ
の
ヲ
ニ
簡
の
有
効
漁
獲
範
囲
に

つ
い
て
調
べ
た
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
を

紹
介
し
ま
す
。

調
査
は
平
成
一
一
年
四
月
十
九
日

t
五
月

三
十
日
、
下
北
郡
大
間
町
奥
戸
仰
の
水
深

十
五
悦
か
ら
三
十
悦
ま
で
の
比
較
的
平
坦

な
際
、
転
石
の
海
底
地
形
の
場
所
で
実
施

し
た
も
の
で
す
。

そ
の
方
法
は
ワ
ニ
寵
投
入
場
所
に
コ
ー

ス
ロ
ー
プ
を
張
り
、
乙
の
コ

l
ス
ロ
ー
プ

に
沿
っ
て
幅
一

・
五
汎
の
範
囲
に
生
息
す

る
ワ
ニ
を
潜
水
に
よ
り
計
数
し
、
ワ
ニ
の

分
布
密
度
と
ヲ
ニ
簡
で
の
漁
獲
を
水
深
別

に
調
べ
ま
し
た
(
表
)。

な
お
、
調
査
区
域
内
の
各
水
深
別
の
海

溌
繁
茂
状
況
は
水
深

一
五
汎
で
は
フ
ク
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リ
ン
ア
ミ
ジ
、
ア
ミ
ジ
グ
サ
等
の
海
藻
が

一一一六

g
/
M
、
二一

O
m
で
は
ガ
ゴ
メ
等

が
二
九
四
9
/
Jm
、
生
育
し
て
い
ま
し
た

が
、
一
一O
、
二
五

悦
で
は
各
々

一
五
p
/

M
、
四
g
/
M
、
と
殆
ど
生
育
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

ク
ニ
の
分
布
密
度
は
、
水
深

一
五
汎
で

は

0
・
九
個
/
M
、
二

O
、
二
五
怖
で
は

0
・
一
個
/

M
以
下
、
ま
た
三

O
汎
で
は

0
・
三
個
/
M
の
分
布
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
ク
ニ
簡
へ
の
目
視
入
網
数
は
、
水
深

一
五

悦
で
は
一
一
・
二
九
個
、
そ
の
他
の

水
深
で
は

0
・
一
個
以
下
と
少
な
い
も
の

で
し
た
。

こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
ワ
ニ
寵
の
有
効

漁
獲
範
囲
(
ワ
ニ
の
目
視
入
網
数
を
分
布

数
で
除
し
た
も
の
)
を
見
る
と
、
水
深

一
五
汎
で
は
二

・
五
五
Jm
、
二

O
汎
で
は

一
・
六
一
一M
、
二
五
悦
で
は
二
・
二
一
M
、

三
O
mで
は

0
・
一
三

M
に
分
布
し
て
い

た
ワ
ニ
宇
伊
そ
れ
ぞ
れ
漁
獲
し
て
い
ま
し
た
。

乙
の
水
深
三

O
悦
で
は
ガ
ゴ
メ
が
絡
ん
で

揚
寵
さ
れ
、
ま
た
潜
水
調
査
で
も
ガ
ゴ
メ

が
多
数
観
察
さ
れ
て
お
り
、
ワ

ニ
簡
の

戸画、

戸画、

周
囲
に
餌
籾
が
富
豊
で
あ
っ
た
た
め
有
効

漁
獲
範
囲
が
狭
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。一
方
、
水
深

一
五

mで
は
海
藻
が
生
育

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
効
漁
獲
範

囲
は
海
漢
の
殆
ど
な
い
二

O
、
二
五

机

よ
り
も
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
深

一
五

机
に
多
く
生
育
が
見
ら
れ
た
海
漢
の

フ
ク
ソ
ン
ア
ミ
ジ
は
ワ
ニ

、
ア
ワ

ビ
の

摂
食
阻
害
物
質
を
生
成
す
る
と
の
報
告
が

あ
る
乙
と
か
ら
、
こ
の
た
め
海
漢
が
生
育

し
て
い
て
も
摂
餌
せ
ず
、
ク
ニ
簡
の
餌
糾

に
晴
集
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す。

ワ
ニ
寵
の
有
効
漁
獲
範
囲
は
海
底
地
形

篠ウ

l'曲、

戸園、

や
生
育
す
る
海
演
の
種
類
や
量
に
よ
っ
て

異
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
の

調
査
地
点
の
よ
う
に
、
海
漢
が
殆
ど
な
く

海
底
が
平
坦
な
臨
時
、
転
石
場
に
お
け
る

ワ
ニ
龍
の
有
効
漁
獲
範
囲
は
二
M
程
度
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

キタムラサキウニの入網数と分布数

深 15 m 20 30 

0.03 

0.25 
294 
0.13 

25 

0.10 

0.05 
4 

2.21 

水
ウニ籍漁獲試験
目視入網数本 l

潜水ライン調査

ウニ分布数 0.90個/rrt
海藻枠取結果*2 1269/rrt 
ウニ寵有効漁獲範囲判 2.55rrt/箆

*1 目粧入網数/有効寵数
:>jく 2・100x1.5mの範囲
*3・目視入網数(個/箆)/ウ二分布数(個/rrt)

0.10 

0.06 
15 
1.62 

2.29個/箆


